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リーダーシップと

評価;力

吉田道雄■“ほめる”リーダーシップ
熊本大学教授一般的に人はほめられると嬉しい。それは

自分の能力や存在が認められたことを意味し

ているのだから当然である。そしてそれが，

さらに前向きに生きていこうというエネルギーになる。したがって，管理職

たる校長も日ごろから部下たちをどう“ほめるか”を考え続けておくことが

求められる。ここで“ほめる”ということばを強調しすぎると，「そんな甘

い態度ばかりでは……」と首をひねる向きも出てくる。そんな場合は，“ほ

める”を“評価する”と言い換えてもいい。いずれにしても，それはリーダ

ーシップの重要な要素なのである。

ところが，それがわかっていても，‘‘ほめる”ことが苦手な管理者もいる。

｢うちの部下はろくにほめるところがないから困ってしまう」などとため息

を漏らす者さえいる。しかし，それを言ってはおしまいである。それは部下

をしっかり見ていないことを認めているようなものである。ここで求められ

るのは，“小さなこと”を評価することである。職場で働いている者がいつ

も“大きな”ことをするわけではない。そんな成果を上げるまで“ほめる”

のを保留していては，いつまでもその機会に出会うことはないだろう。そも

そも自分自身を振り返ってみるといい。いつも人様から“驚かれる”ような

すごいことをし続けているだろうか。世の中にはそんな人もいるかもしれな

いが，われわれとしては“標準的なリーダーシップ”を考える方が健全であ

る。リーダーに求められるのは部下の“小さなことをほめる”力なのである。

ここで「小さなことをほめればいいのなら気が楽になる」と思うのは早合

点というものである。そのためには,リーダー側に“小さなことに気づく力”

が備わっていなければならないからである。“自分はその力を持っている"。

そう断言できる管理者がどのくらいいるだろうか。

■“ほめる”効果を生み出す関係

筆者は「リーダーは“ほめる免許”を持っていなければならない」と主張
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している。もちろん，自動車学校のような免許を取得するための施設などあ

るはずもない。まずは日常の自分を振り返ってみていただきたい。「いつも

部下をほめているが，自分がほめられることはない｣。そんな気がするので

あれば，疑いなく“無免許状態”である。「少しはほめられることもある」

状況なら"C級ライセンス”は持っている。「いやいや，けつこうほめられ

る方だ」と思えるとすれば，ワンステップ上の"B級ライセンス”保持者と

言える。そして，「いやあ，いつもほめられているんだよね」と信じている

のなら，まさに"A級ライセンス”保持者ということになる。ただし，その

確信が正しければという条件は付くのだが。

このことは，“自分がほめられる側”に回ればすぐに理解できる。たとえ

話ながら，日ごろからまったく評価していないリーダーがいたとしよう。そ

の人物からほめられたとき，人はどう思うだろうか。おそらく「あの人が私

をほめるなんて,どういう風の吹き回しなのか」とまずは驚く可能性が高い。

そして，「あぶない，あぶない。気をつけないと，裏があるかもしれないぞ

……」などと警戒するのが落ちではないか。これに対して，同じことをいつ

も尊敬している人からほめられたらどうなるか。それこそ“見え見え”のお

世辞とわかっていても，「いえいえ，そんなことはありません」などと言っ

て否定しながら，内心ではしっかり喜ぶのではないか。この両者の違いは，

ほめてくれる人物を“ほめられる側”がどう“評価”しているかにある。こ

れを“ほめる側”から見ればどうなるか。つまりは，“ほめる側”が“ほめ

る相手'1から“ほめられている”ことがポイントなのである。

このように，“ほめること”がリーダーシップにとって欠かせない重要な

要素だとしても，それが効果を発揮するためには，リーダー自身がほめられ

ていなければならないのである。これこそがリーダーシップの要諦である。

こうした関係を築いておけば,ほめるとは対照的な“叱る”行為も，相手か

ら受け入れられるのだ。そうでなければ，相手のためを思って叱っているつ

もりでも，予期せぬ反発を引き起こしたりもする。それどころか，「自分の

欲求不満を解消するために，私たちに八つ当たりしているんじゃないか」な

どと，ひそひそ話のネタにされては立つ瀬もない。そして，“ほめること”

が通じる関係を創りあげるためにリーダーに求められるのは，何といっても

自分の仕事についての専門'性を磨き高めることである。
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